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研究の背景及び目的

アルミニウム合金やマグネシウム合金は輸送機器や航空宇宙分野で軽量化を
目的に多種多様な製品に使用されている。高生産性の実現には割れなどの製
品表面欠陥や金型寿命などの問題によって加工限界が制限されている。それ
らの欠陥は工具-材料界面でのトライボロジーの影響も大きく，押出し加工
や鍛造加工を対象とした熱間塑性加工用の摩擦試験も必要不可欠である。そ
れらを通して，アルミニウム合金およびマグネシウム合金の熱間塑性加工の
生産性の向上を実現する。

期待される効果・応用分野

・複雑形状の鍛造製品の高精度および高生産の実現
・ A7075合金 (超々ジュラルミン)などの高強度材料の高生産性の実現
・工具へのコーティング，工具表面へのテクスチャの適用
・加工条件やシミュレーション条件の最適化

■ 共同研究・特許など
共同研究：高強度アルミニウム合金押出しの高速化、高強度アルミニウム合金の熱間押出し用工
具鋼の開発、Mgホイールの熱間鍛造解析技術に関する研究、
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